
地域の女性防災リーダー育成セミナー事業 【長野県千曲市】

＜実情＞
・市審議会等委員会女性登用率の目標40％に対し、千曲市防災
会議の女性参画率は10％（R6.4.1)。
＜課題＞
・災害が発生する昨今、市民の防災への関心は高まっている中、
女性自らも防災に積極的に関わりたいという思いがきざしているの
で、機運を盛り上げるための学ぶ場の提供が必要。

地域の実情と課題

＜連携団体＞
千曲市危機管理防災課、千曲市消防団
千曲市男女共同参画推進連絡協議会、千曲商工会議所、戸倉上
山田商工会、社会福祉法人千曲市社会福祉協議会、長野県社会
福祉協議会、千曲市民生児童委員協議会

連携団体

＜課題＞
・セミナー参加者、また参加したかった者からの期待や要望に応え
られるように、このようなセミナーを継続する必要がある。また、危
機管理防災部門と連携して開催したため、今後も連携を継続し、
つながりを強化する。

今後の課題

＜効果＞
・平常時、家庭でできる防災対策をおのおの考え、避難所で女性
の意見がとりいれられ、安全でニーズに合った避難所の構築につ
ながる。
・女性目線での防災が地域防災力を底上げし、実際に災害が起き
た際に、今回のセミナー内容を生かし、災害に対応、避難所運営
に対応できる市民が増加する。

事業の効果

<目的・目標>
・「防災分野における女性参画の推進」として、女性視点での防災
を推進するため、セミナーを実施、女性の意識高揚及び参画推進、
情報提供を行う。
目標：セミナー参加者 40名 実績：46名
気象防災アドバイザーの講演により、普段わからない気象図など
からの災害防止の情報を理解し、家庭での防災意識が向上。

目的・目標

＜特徴＞
・セミナーの講師に長野県地方テレビ局の気象予報士で、気象防
災アドバイザーである鈴木智恵氏を迎え、気象図の見方なども踏
まえて、女性の視点を生かし、いつ避難行動を起こせばよいのか、
避難所に持っていくものはどのようなものが必要か、なども講演し
ていただいた。

事業の特徴

個別事業費 55 千円

交付金額 27 千円

事業番号 ２



＜概要＞
『地域の女性防災リーダー養成セミナー』
・講演 「気象防災アドバイザーに学ぶ気象の見方・家庭でできる防災対策」
・日時 令和６年11月24日（日）13：30～15：30
・会場 千曲市役所３階大会議室
・講師 鈴木智恵さん（気象防災アドバイザー・気象予報士・防災士・気象キャスター）
・演題 「家庭で実践！千曲市の気象災害からいのちをまもるために」

人権・男女共同参画課と危機管理防災課共催により、まず平時の防災への備えを強化するべく、気象防災
アドバイザーによるセミナーを実施し、家庭での防災意識を高揚する。女性の視点を多くの市民に共有する
ため、女性の気象防災アドバイザーを依頼、テレビ信州（長野県地方局）気象キャスターの鈴木智恵氏に
講演いただいた。
危機管理部門との連携で、非常用持出袋の実物の展示を行い、どういうものがなぜ必要か、実際にこのよ
うに役に立った、という備えておくべきものと、その理由も説明、各家庭によって必要なものも変わってくる
ことを説明していただいた。

満足度…参加者46名中アンケート回答者37名中、「大変満足」あるいは「やや満足」が31名で84％。

＜アンケートから＞
・家に帰ったらまっさきに市から配布された防災の冊子を読みます。家族で防災について話合います。
・聞きやすくとてもわかりやすかったです。危機感をあらたにしました。
・はじめて参加してみて、地域の皆さんの防災意識が高いことに感心しました。
・地域ではなかなか男女共同参画社会の実現は難しいと考えています。今日のようなセミナー（男女共同参画課+防災課）をまたお願い
します。

事業の概要
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